
長野高校（国際教養科）シラバス 

学校番号 321 

平成 31年度 国語科 

 

教科 国語科 科目 現代文Ｂ 単位数 ２ 年次 ３ 

使用教科書 「現代文Ｂ」 （教育出版） 

副教材等 
「みるみる実力アップ現代文３」(第一学習社)・「常用漢字ダブルクリア」(尚文出版)・

「新訂国語図説」(京都書房) 

１ 担当者からのメッセージ 

・高校での学習の集大成として、自分の意見をまとめたり、発表したりする力を身に付けましょう。 

・自己を表現すると同時に相手の表現を理解することをこころがけてください。 

・自分自身でしっかりと読むことを大切にしながら、漢字･語彙等の基本的な知識の習得を目指します。

また話し合いや文章記述、発表等、アクティブな活動を取り入れた授業も行います。 

・文章を「読む能力」、コミュニケーションのための「話す・聞く能力」、意思を伝えるための「書

く能力」をしっかりと身に付けてください。 

・自分で文章を読むことを大切にしてください。 

・提出物の期限は守りましょう。定期考査は学習計画を立てて臨んでください。 

２ 学習の到達目標 

・近代以降の様々な文章を的確に理解し，適切に表現する能力を高めるとともに，ものの見方，感じ

方，考え方を深め，進んで読書することによって，自己の言語力の向上を図り人生を豊かにする態

度を育てる。（具体的には） 

・目的や場にふさわしい語句を選んで、適切に思いや考えを表現することができる。 

・目的や場に応じて的確に文章の内容や構成、登場人物の心情を理解することができる。 

・論理的な思考力、豊かな想像力を場面に応じて活用することができる。 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:話す・聞く能力 c:書く能力 d:読む能力 e:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

予習･復習･課題に

積極的に取り組み、

授業中の発言にも

積極的である。 

効果的に話し、的確

に聞き取り、話し合

い、自分の考えをま

とめている。 

適切な表現で

文章を書き、読

み手に伝わる

文章を書いて

いる。 

文章を的確に

読み取り、自

分の考えを深

め、発展させ

ている。 

言葉の特徴やき

まり、漢字など

に つ い て 理 解

し、知識を身に

付けている。 

主
な
評
価
方

法 行動の観察 

記述の点検 

(ノート、ワークシ

ート等） 

行動の観察 

(発表等のパフォー

マンス評価） 

記述の確認及

び分析（ワーク

シート、原稿用

紙） 

 

記述の確認及

び分析（ワー

クシート） 

定期考査 

記述の確認 

(ノート、ワーク

シート等） 

定期考査・小テ

スト 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 

 



 

 

４ 学習の活動 

学
期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d e 

１
学
期 

評
論 

教材： 

「戦いの本質とは

何か」 

 

○  ◎ ◎  

a:通読する。 

c:共同体と戦いの関係につい

て、自身の考えを記述する。 

d:具体例の少ない抽象的な文

章を論理的に読み進める。 

a:行動の観察 

及び記述の点検 

ｃｄ:記述の確認 

及び定期考査 

小
説 

教材： 

「アルプスの少女」 

 

○ ◎  ◎ ○ 

a:アニメとの相違点を考える。 

b:パロディについて考え、発表

する。 

d:各登場人物像を把握する。 

e:本作品の比喩表現について

考える。 

a:行動の観察 

及び記述の点検 

b：プレゼン及び

聞き取りシートの

確認 

ｄｅ:記述の確認及

び定期考査 

随
想 

教材： 

「同情トイフコト」 

○  ◎ ◎ ○ 

a:家族と個人との関わりにつ

いて考える。 

c：「家族とは何か」について自分

の考えを記述する。 

d:作者が優しさとユーモアに

満ちた視線で家族を捉えて

いることを読み取る。 

e:「同情」という言葉の意味を

掘り下げて考える。 

ａc：行動の観察 

及び記述の確認 

 

ｄe：記述の確認 

及び定期考査 

 

小
説 

教材： 

「おどる男」 

○ ◎ ◎ ◎ ○ 

a:戦後の混乱期の状況を積極

的に調べる。 

b:Ｃについて、自分の考えを発

表する。 

c:「心の荒廃が人の行動にどう

影響するか」について、自分

の考えるを記述する。  

d: 各登場人物像を把握する。  

e:作者の思想や作品について

理解を深めている。  

ac:行動の観察及

び記述の点検 

 

b：プレゼン及び

聞き取りシートの

確認 

 

ｄｅ:記述の確認及

び定期考査 

２
学
期 

評
論 

教材： 

 「虚構のリアリズム」 

○  ◎ ◎ ○ 

a:映像における現実の表象に

ついて、身近な例をもとに考

える。 

c: 映像による虚構とはどうい

うものかについて自分の考

えを記述する。 

d:リアルと現実の違いを把握

する。 

e:本文に即してまとめる 。 

ac:行動の観察及

び記述の点検 

 

de:記述の確認及

び定期考査 



 

 

小
説 

教材： 

「舞姫」  

 

○ ◎ ◎ ◎ ○ 

a:小説を味わいながら読んで

いる。明治時代の考え方･価

値観を積極的に調べる。 

b:Ｃについて、自分の考えを発

表する。 

c:「各人物をどう思うか」自分

の意見を記述する。 

d:情景や描写から人物の様子

を考察しながら読んでいる。 

e:作者の思想や作品について，

理解を深める。 

a:行動の観察 

及び記述の点検 

 

b：プレゼン及び

聞き取りシートの

確認 

 

cdｅ:記述の確認 

及び定期考査 

 

３
学
期 

小
説 

教材： 

「美神」 

○  ◎ ◎ ○ 

a:「美」について、身近な例を

もとに考える。 

c:人間と美の関係について、自

分の考えを記述する。 

d: 各登場人物像を把握する。 

e:作者の思想や作品について，

理解を深める。 

ac:行動の観察及

び記述の点検 

 

de：記述の確認及

び定期考査 

 

 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:話す・聞く能力   c:書く能力 

d:読む能力       e:知識・理解 

※ 評価の観点のうち「関心・意欲・態度」と「知識・理解」については、すべての単元に位置付け

て○印を、また、その単元で主として扱う国語の領域（「話すこと・聞くこと」「書くこと」「読む

こと」）に関わる観点には◎を付している。 

 


